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Strathern, 2008, Kinship in Action）。ここで
検討したいのは、親族研究に付随したフォー
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難だという指摘する（A. Kleinman 1986, So-
cial Origins of Distress and Disease — De-











































































と政府」『桐蔭論叢』29 号 47-53 頁を参照
４）他方、植民地時代のアフリカにキリスト
教が侵入して、アフリカ人のもっていた儀
礼が、未開なものとして抑圧され、キリス
ト教という識字的な宗教に取って代わられ
た過程には多くの記述がある。中林、「儀
礼の刷新」 1988、 『儀礼――文化と形式的
行動』　青木・黒田編　東京大学出版会 
46-68 頁を参照
５）殷時代の甲骨文字による占いには、もっ
とはっきりと死霊と対決した資料があるよ
うだ。｢貞（と）う、歯を疾（や）むは、
これ父乙たたれるか」（占った、武丁王が
歯の病気になったのは、死んだ父王乙がた
たったか）といったものが多くある。（落
合淳思、2015、『殷――中国史最古の王朝』、
中公新書、37-8 頁）。
６）クラインマンの「身体化」はひとが病い
を訴える「コミュニケーション」の特有の
形ととらえている。以下の定義的説明を読
むと、Kleinman 1986（前出）にあった社
会的圧迫による病いの発生という契機が抜
けているようだ。「身体化とは、個人的問
題や対人関係の問題を、苦悩の身体的慣用
表現や、医療による援助を強く求める行動
様式によって伝えるコミュニケーションで
ある。……一方の極には、身体の病理学的
過程が認められなくても身体的不調を訴え
る事例があり……もう一方の極には、身体
医学的ないし精神医学的な疾患による生理
的機能の障害を経験しているが、その症状
や機能障害の説明となるべきレベルを超え
て強調し……、その誇張にみずから気づか
ない患者がいる」（『病いの語り』、誠信書
房 1996、71-72 頁、訳語一部変更）
